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17 ア ミノ酸ホモ キラリティ
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天 然の タンパ ク質 は L型の ア ミノ酸か ら構成され てい るが 、 この アミノ酸の ホモ キラリティ
ー

の

起源 に 関しては 諸説 ある 。 筆者 は、現 在 の 生物 系 に おい て、アミノ酸とRNA が最初に 出会うス

テッ プであるtRNA の アミノアシ ル 化 に 注 目し、 モ デ ル 実験を行うことによ っ て 、 RNA 　W 。 rldか ら

Pr。tein　Worldへ 進 化す る過 程 で、この 反 応 がア ミノ酸の ホモ キラリティ
ーを決 めた可 能性に つ

い て 指摘して きた 。 現 在の 生物系 におい て は、tRNA の アミノア シル 化は 、 ア ミノアシ ル tRNA 合

成酵 素 （aaRS ）によっ て 触媒 され て い る 。 こ の 反応 で は、まず 、ア ミノ酸が 「アミノアシ ル AMP 止

い う形 に 活性化 され 、 この 活性化 ア ミノ酸 が tRNA に転移 され ることに よっ て 反応 が 完 結す る 。

筆者は 、 ア ミノア シ ル AMP が 原 始 地 球環 境で 生 成され うるとい う事 実 に 注 目し 、 ア ミノア シル

AMP をミミックした 「アミノアシ ル
ーリン 酸一

オ リゴヌ クレオチ ド」を用 い 、 tRNA の 原 始 形態で ある「

RNA ミニ ヘ リックス 」の L一アミノ酸選択的なアミノア シル 化 を示 した 。

この モ デル 反 応 系 におい て 、アミノアシル 化 反応 は、ミニ ヘ リッ クス の 3
’ −O がアミノアシ ル リン

酸結合 上 の カル ボ ニ ル 炭 素を求核攻撃することに よっ て始 まる 。 求 核試薬 （Nu ）に よるカル ボ ニ

ル 炭 素の 攻撃は 、 Nu −C ＝ O の なす角が 約 105
°

に なるような制 約の もとで起 こ り、そ の 角 度 は

BUrgi−Dunitz　 angle として 知られて い る 。 L一ア ミノ酸の 選 択性が現 れるの は、ア ミノ酸の 側 鎖 とミ

ニ ヘ ックス の 立体障害の ため で あるが 、 これを解 明す る過 程 で 、 アミノ酸 の 側鎖 とオリゴヌ クレ

オチ ドの 塩 基 との 立 体配 置 に 関係する、 RNA の 糖の パ ッカリン グの 違 い が明 らか になっ た 。 アミ

ノ酸の ホモ キラリティ
ー が決 定され る過程で は 、 単結合を介して 結合したア ミノ酸が非 常に微 妙

なメカニ ズ ム に依 存 して認 識され て いることが 分か っ た 。
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